
１．白石町「町民協働によるまちづくり」モデル事業スケジュール

年度 月 行程

9月
中心メンバー打合せ
①

・地域づくり協議会および地域づくり計画の方向性検討
・全体スケジュール等の確認

10月
中心メンバー打合せ
②

・地域づくり協議会および地域づくり計画の方向性決定
・地域参加による地域づくり協議会と計画実行の方法検討
・準備委員会メンバー候補出し

11月
中心メンバー打合せ
③

・地域づくり協議会設立までのスケジュール決定
・地域参加による地域づくり協議会の基本方針案決定
・準備委員会メンバー確定

1月 準備委員会①

・地域づくり協議会および地域づくり計画基本方針案検討
・地域参加による地域づくり協議会設立までのスケジュール確認
・地域課題の共有と優先課題の検討
・地域参加によるＷＳ開催準備

準備委員会② ・地域参加ＷＳ開催準備

ＷＳ①
・地域づくり協議会および地域づくり計画基本方針説明
・ありたい未来から、今を話しあう

3月 準備委員会③ ・ＷＳ結果を整理し、計画基本方針を改良・検討する
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R2/4月からR3/3月（R2年度）R1/9月からR2/3月（R1年度）

中心メンバー協議 地域協議（準備委員会+全町民） 地域協議（準備委員会+全町民）地域協議（準備委員会+全町民）
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4月 準備委員会④ ・改良した計画基本方針をもとに、地域づくり計画案を考える

準備委員会⑤ ・地域参加ＷＳ開催準備

ＷＳ②
・未来から、地域による地域づくりを話しあう
＜地域に必要なこと／地域だからできる工夫／実行していくこと＞

6月 準備委員会⑥
・ＷＳ結果の整理・検討
＜地域参加のために必要な事項を洗いだす＞

7月 準備委員会⑦ ・地域参加によるまちづくりを進めるための組織の工夫と地域住民以外の連携を考える

準備委員会⑧
・ＷＳで示す地域づくり協議会と計画案をつくる
・地域参加ＷＳ開催準備

ＷＳ③
・10年後の姿を実現していく地域づくり協議会と計画を確認する
＜取り組みの精査／組織体制の精査／住民参加度の精査＞

9月 準備委員会⑨
・ＷＳの結果整理
・地域住民の意向を踏まえた地域づくり協議会および計画案の検討

10月 準備委員会⑩
・地域づくり協議会設立準備協議
＜体制確認／計画案確認／事務手続き等書面作成／地域への周知＞

11月 準備委員会⑪
・地域づくり協議会設立準備完了
＜組織体制確定／計画案確定／事業計画案確定／地域への周知＞

12月 報告会 ・地域へ地域づくり協議会および地域づくり計画案報告
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〇設立　活動開始



２．役割と検討事項

１）各役割と使命

全体

中心メンバー

準備委員会

地域・町民

地域において地域住民と地域団体、地縁者等が連携・協力し、地域課題や将来を見据えながら地域自らが解決に向け思考・実行
していく仕組みと実行手順を、地域住民自身の話し合いで構築する

地域づくり協議会および地域づくり計画案に向け、地域が円滑に話し合いができるよう全体概要をつくり地域へ提供する
・地域の現状と未来予測情報の提供
・人口減少と持続可能な地域に関する情報提供
・めざしたいまちの姿とめざしたい地域づくり協議会の姿の提供
・地域づくり協議会の役割と活動範囲の提案
・地域づくり計画案が実行されるための連携・協力等提案

地域代表として「基本的な方向性」を元に、地域事情や地域住民の声を広く収集した協議会設立および計画案づくりを担う
・地域参加のプロセスづくり（地域への周知／ＷＳによる地域参加）
・地域づくり協議会の骨格づくり
・計画案の整理とまとめ
・計画が点検・改善されていく仕組みづくり
・オール地域力が発揮される環境を考える
・話し合いの過程等に関する情報発信をする

自分の地域が例えば１００年経っても好きな場所であるために、共助・互助・近所で自らが活動可能なものを考え新たな地域力
へ加える
・地域の現状から改善ポイントを探す
・改善ポイントが改善されるための地域力を考える
・１００年先の地域の暮らしを創造し、そこに必要な目標を考える
・まちの持続を自分事として捉え、協議会および計画案づくりに関心を持つ

基本的な方向性等づくり

具体的な協議会および計画案づくり


